
  

CAN-DO リストは「～できる」ということばを使って、何ができるかを表す能力記述文 
です。現在、文部科学省は全国の自治体に CAN-DO リストによる到達目標の設定を勧め
て 
います。 
 
CAN-DO 自体は「～できる」という文章なので、それを具体的な言語活動にするためには、
CAN-DO の内容に対応した英語表現のリストやサンプルの例文があると便利です。 
 
今回は日本の英語教育のために、CEFR 準拠で構築された総合的な英語到達度指標
CEFR-J の CAN-DO リストを利用しながら 、基礎英語 LEAD との効果的な連携を考えて
みましょう。 
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基礎英語 LEADで       

CAN-DOリストを 120％使いこなす 

  

第 8号 

CAN-DOリストを使いこなす！ 

CAN-DOリストと基礎英語 LEAD 

《CEFR-J 「話すことーやりとり」A1.3 の CAN-DO》 
 

基本的な語や言い回しを使って、人を誘ったり、誘いを受けたり、 
断ったりすることができる。 

 
《ポイント》 
CEFR では「話すこと」の技能には「発表（spoken production）」と「やりとり（spoken 
interaction）」の２種類があります。「発表」は、自分から発信する表現が直接「できること」
に結びつくことが多いです。「やりとり」は普通ダイアログ形式で、相手と意思疎通を対面で
行う場面が多いです。 
この A1.3 の CAN-DO の場合、「人を誘う」「誘いを受ける」「誘いを断る」といった機能
が中心で、これらは具体的な表現と密接に関係しているので、文法や例文を貼り付けやすい
CAN-DO である、といえます。 

「基礎英語」素材で「やりとり」のCAN-DOを料理する 

ステップ１   まず目標になるCAN-DOを確認 



 
  CAN-DOリストを使いこなす！ 

 
 

     

G LEAD 検索のコツ 

自由検索の「話題」内の「招待」という項目で絞り込み！ 
 
①「自由検索」→「スキット」 
   →「話題選択」をクリック 
 

ステップ２   基礎英語 LEAD でモデル・スキットを探す 

④ 検索結果から、CAN-DO に合うスキットを選択 

 

②「人間関係」→ 
  「招待」を選択し、 
   検索 

③ A1 レベルなので、 
  検索結果を「基礎英語１」 
  または「基礎英語２」で 
  さらに絞り込む 
     



 
 CAN-DOリストを使いこなす！ 

 
 

     

 Task 1  
使用している教科書に基本文があり、まだドリルをしていなければ、簡単な基礎ドリルが
有効です。 
 
（例１）Substitution 代入のドリル 
 先生の出すキュー   生徒の発話 
 You want to go shopping.  →  Let’s go shopping 
 You want to go fishing.  → Let’s go fishing. 
 You want to go swimming.  → Let’s go swimming. 
 
（例２）Single word prompts  
 先生の出すキュー   生徒の発話 
 Shopping  → Let’s go shopping. 
 Camping   → Let’s go camping. 
 Swimming  → Let’s go swimming. 
 
 Task 2  
基礎英語 LEAD の音声を聞かせて、穴埋め問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
✐Task 3  
今度は自分の予定としてペアワークで友達を誘ってみましょう 
A : Let's go ……  tomorrow. 
B : Great! What time? 
A : How about ……  o'clock? 
B : Okay. / No, that’s too early. 
 
 
 

ステップ３   基礎英語 LEAD の英文をうまく加工してタスクを作る 

プリント作成機能を使って、プリントを作成 



  

 

  

CAN-DOリストを使いこなす！ 
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レベルに応じてもう少し上級であれば、 Would you like …? なども誘う時の表現として 
よく使います。その場合は、表現をあらかじめ選定して探せます 

ステップ４   その他のバリエーションを 基礎英語 LEAD から検索 

基礎英語 LEAD」を、先生方のお使いの
CAN-DO と組み合わせることで、 
CAN-DO を具体化する、すばらしいタスク
開発ツールとなるにちがいありません。 
 
是非活用してみてください！ 

①�センテンス検索で、 
would you like と入力 

② このままだと「提案」などの例も該当するので、
「機能条件」→「相手を説得して物事を成し遂げる」
→「招待（invitation）」をチェック 

③ 検索結果から、任意のものを使用 

投野先生からのメッセージ 


